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治療的司法ジャーナル第７号（2024 年 3月）

治療的司法研究センター　2023 年活動記録

	 1 月	12 日	 YouTube 公開　丸ちゃんの犯罪学入門（仮）　第 4回
	 	 	 ゲスト : 風間暁氏（NPO法人アスク社会対策部薬物担当）
	 1 月	18 日	 第 9回　TJ センターカンファレンス（ハイブリッド）
	 	 	 テーマ：罪を犯した発達障害書に対する刑事司法のあり方
	 	 	 話題提供 : 大塚未来氏（龍谷大学大学院）
	 2 月	 1 日	 第 10 回　TJ センターカンファレンス&第 17回治療的司法研究（オンライン）
	 	 	 テーマ : 刑事政策学者からNPOの設立まで --- 石塚伸一先生に聞く
	 	 	 報告者 : 石塚伸一会員（龍谷大学）
	 	 	 場所 : 成城大学 3号館 3階小会議室
	 2 月	16 日	 学生サポーター学習会（オンライン）
	 	 	 ゲスト : 国立精神神経医療研究センター	精神保健研究所	薬物依存研究部部長
	 	 	 	 　　松本俊彦先生（精神科医）
	 3 月	 1 日	 第 11 回　TJ センターカンファレンス&第 18回治療的司法研究会（オンライン）
	 	 	 テーマ : 治療的司法 10年の実践を振り返って
	 	 	 	 　　〜弁護士が心理系大学院に進学する理由
	 	 	 報告者 : 菅原直美会員（弁護士）
	 3 月	 4 日	 YouTube 公開		丸ちゃんの犯罪学入門（仮）　第 5回
	 	 	 ゲスト : 風間暁氏（NO法人アスク社会対策部薬物担当）
	 3 月	15 日	 YouTube 公開		丸ちゃんの犯罪学入門（仮）　第 6回
	 	 	 ゲスト : 中島学氏（前・法務省札幌矯正管区長）
	 3 月	17 日	 治療的司法ジャーナル第 6号　刊行
	 3 月	18 日	 成城大学治療的司法研究センター設立 5周年記念シンポジウム
	 	 	 「新しい拘禁刑は何をもたらすか ?」成城大学 3号館地下 003 教室　
	 4 月	28 日	 第 19 回治療的司法研究会（オンライン）
	 	 	 テーマ : 常習累犯窃盗における常習性について
	 	 	 報告者 : 林大悟会員（弁護士）
	 	 	 コメンテーター : 城下裕二氏（北海道大学教授）
	 5 月	10 日	 第 12 回　TJ センターカンファレンス（ハイブリッド）
	 	 	 テーマ : 人生の意味の喪失と薬物依存 :
	 	 	 	 　　フィンランド人NA	メンバーAのライフストーリー
	 	 	 話題提供 : 南保輔氏（センター研究員）
	 5 月	25 日	 学生サポーターイベント映画上映会「プリズンサークル」
	 5 月	26 日	 第 20 回治療的司法研究会（オンライン）
	 	 	 テーマ : 問題解決型裁判所の導入可能性と治療的法学
	 	 	 ゲスト : 石田侑矢氏（九州大学助教）
	 	 	 コメンテーター : 丸山泰弘会員（立正大学教授）
	 6 月	 7 日	 第 13 回 TJ センターカンファレンス（オンライン）
	 	 	 テーマ : 治療的司法のレンズからみた行政警察作用のTJ 的利用の可能性
	 	 	 	 　　−韓国と日本のストーカー犯罪をテーマにした提言
	 	 	 話題提供 : パク・ジェミン氏（関西学院大学大学院研究生）
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	 7 月	12 日	 第 14回TJセンターカンファレンス&第21回治療的司法研究会合同（ハイブリッド）
	 	 	 テーマ：常習累犯規定について
	 	 	 ファシリテータ : 大橋いく乃会員（弁護士）
	 	 	 報告者 : 中島広樹氏（平成国際大学教授）
	 7 月	28 日	 第 22 回治療的司法研究会（オンライン）
	 	 	 テーマ : これからのTJ 研の 10年のために
	 	 	 ファシリテーター : 菅原直美会員（弁護士）
	 	 	 話題提供 : 丸山泰弘会員（立正大学法学部教授）、中田雅久会員（弁護士）
	 9 月	13 日―		 長野県刑事三施設参観
	 	15 日	 有明高原寮（短期・特別短期　少年院）
	 	 	 長野刑務所（A・LA指標・無期　刑務所　就労支援強化施設）
	 	 	 松本少年刑務所（YB・B指標　刑務所　性犯プログラム実施施設）
	10 月	 6 日	 第 23 回治療的司法研究会（ハイブリッド）
	 	 	 テーマ :「問題解決しない事例検討会」の理念とその可能性
	 	 	 講師 : 西念奈津江氏（北陸HIV情報センター　ソーシャルワーカー）
	 	 	 オーガナイザー : 奥田真帆会員（弁護士）
	 	 	 事例提供者 : 菅原直美会員（弁護士）
	10 月	11 日	 第 15 回 TJ センターカンファレンス（ハイブリッド）
	 	 	 テーマ : 長野県刑事施設参観報告
	 	 	 話題提供 : 朝井鉄氏（成城大学大学院修士課程院生）
	11 月	 3 日	 日韓・韓日刑事法研究会第 4回合同学術セミナー（対面）
	 	 	 後援 : 成城大学治療的司法研究センター、協賛 : 株式会社TKC
	 	 	 TKP 東京駅大手町カンファレンスセンター 22A会議室
	11 月	29 日	 第 16 回 TJ センターカンファレンス（ハイブリッド）
	 	 	 テーマ : 少年鑑別所における学習支援の在り方の検討 -
	 	 	 	 　　千葉少年鑑別所での学習等支援講師（教科学習指導）の経験を踏まえて -
	 	 	 話題提供 : 渡邉友美氏（成城大学治療的司法研究センター PD研究員）

センター長　指宿信（成城大学法学部教授）
2024 年 1月　記
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治療的司法ジャーナル論文執筆要綱 

1．執筆者

①国内の大学（短期大学を含む）、大学院の常勤および非常勤の教員、②博士前期課程お

よび博士後期課程の在学者、③大学に所属する常勤の研究職（ポスドク等）、④法曹有資

格者、⑤治療・回復・支援に関する職にある者（医療関係者、NPO 職員、社会福祉関係

者等）、⑥その他、編集委員会が適当と認めた者。 

2．執筆原稿の種類 
未公刊の①論説、②研究ノート（事例・症例報告を含む）、③判例研究、④翻訳、⑤講演

録、⑥書評、⑦資料に限る。掲載順は、丸数字の順とする。但し、基調講演などを文字起

こしした⑤講演録については、この限りでない。多重投稿を禁ずる。

3．原稿の文字制限等 
（1）邦語に限る。

（2）脚注等を含め、上記①論説および④翻訳は 20,000 字程度、その他の原稿は 10,000 字 
を上限とする｡ 

（3）字数制限については、執筆者の申し出により、編集委員会が例外を認めることができ 
る｡ 

（4）翻訳権の取得は、執筆者の責任において行うものとする。

4．原稿の体裁 
（1）原稿は、MS word に限る。A4 用紙に 40 文字×36 行を 1 頁とし、電子データを提出

すること。

（2）原稿提出にあたっては、所定の応募用紙に、原稿の種類、氏名、題目（邦文および英

文）、所属（所属機関および職位、所属大学院および学年・専攻等）、連絡先（電話番

号、E-mail アドレス）を記入したうえで併せて提出すること。

（3）引用文献の表記について、編集委員会が編集段階で訂正・統一することがある。

5．査読 
（1）原稿の採否については、編集委員会において決定する。

（2）掲載にあたり、修正を要求する場合がある。要求に応じない場合は掲載しない。

6．校正 
校正は、原則として初校までとし、誤字脱字の訂正のみを行うものとする。ただし、大幅

な変更、書き添え等を必要とする場合には、執筆者の申し出により、編集委員会がその可

否を判断する。 
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